
 
 

〜本体の作り方〜  
 
材料	
 

●共立電子産業	
 

タッチセンサ 2【組立サポート付】	
 /	
 SW-104	
 (G)	
 ４，０４２円	
 

※キット自体は３０００円弱ですが、組立て時に不具合を起こして	
 

	
 しまうこともありますので、組立て済みの物を強くオススメします。	
 

	
 

●共立電子産業	
 

かしこい AC アダプタ	
 DC5V	
 2A	
 /	
 WN-05200P	
 	
 １，６５９円	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 ①炭素皮膜可変抵抗(B)２０KΩ（R16K4-B20KΩ	
 L-15RE）	
 ８５円	
 

	
 ②炭素皮膜可変抵抗(B)１MΩ（R16k4-B1MΩ	
 L-15RE）	
 ８５円	
 

	
 ③小型プッシュスイッチ丸型	
 赤	
 １５０円	
 

	
 ④6ピンスライドスイッチ	
 ON-OFF-ON	
 （マル信無線電機	
 MS-334）１６８円	
 

	
 	
 ＜若しくは＞6 ピントグルスイッチ（ミヤマ電機	
 MS-500H-B）	
 ２３９円	
 

	
 ⑤3.5mmモノラルジャック	
 パネル取付型（Linkman	
 	
 HLA-3501D1l）	
 ８４円	
 

	
 ⑥3.5mmモノラルプラグ	
 （Linkman	
 	
 WTN03F1077）	
 ５０円	
 

	
 ⑦ツマミ	
 15.4mm(6φ軸用)黒（WTN-15-1178）	
 ８４円×２個＝１６８円	
 

	
 ⑧プラスチックケース(ブラック)（タカチ電機工業	
 SS-160B）５１４円	
 

	
 ⑨接着式スペーサ「ペテット」	
 （名取製作所	
 T-600）６０円×２個＝１２０円	
 

	
 

※	
 価格は「共立エレショップ」、「マルツパーツ館」などのオンラインショップでの参考

価格です。	
 



	
 

１	
 「タッチセンサ２」から、LED２つとも、基盤上の記号から、アノード（＋）側を確認し、LED のなる

べく下側に油性ペン等で目印を付ける（図参照）	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

２	
 基盤から、部品交換等を行う箇所の部品を取り外す。	
 

	
 	
 ①既に付いているハンダを、「ハンダごて」と「ハンダ吸い取り線」によって取り除く。	
 

	
 	
 ②「ハンダごて」で熱を加えたまま、部品を引き抜く。（十分に①でハンダを吸い取ることができ

ていれば加熱しながらでなくても抜ける）	
 

	
 	
 ③取り外した部品の内、LED は同じ物を再利用するので紛失に注意する。その他は使用しない。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

３	
 ビニル電線（VFF ビニル平行コード、スピーカーケーブル等を裂いて単線にした物	
 

	
 でも可）３本を基盤「ＶＲ１」の３つの穴に差し込み、裏面でハンダ付けをする。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

４	
 ３のビニル電線を２０KΩの炭素皮膜可変抵抗にハンダ付けする。この時の電線を付ける位置は写

真を参照。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

５	
 ３〜４の作業と同様に、「ＶＲ２」の箇所と１MΩの炭素皮膜可変抵抗をビニル電線でハンダ付け

する。可変抵抗のハンダ付け部分は４の写真と同様。	
 

アノード（＋）	
 カソード（—）	
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仕様仕様仕様仕様
「連続」「サイクリック」「リトリガタイマ」
「保持」の４種の出力モード付き 電圧 標準５Ｖ（４．５～６Ｖ 可）電源電源電源電源

ｷｯﾄ 約 ８０ｍＡタッチセンサータッチセンサータッチセンサータッチセンサー２２２２ 動作時電流動作時電流動作時電流動作時電流
ＳＷ－１０４ 約０．５ｍＡ待機時電流待機時電流待機時電流待機時電流

ブザー動作 ２モード出力出力出力出力
Y22(07K)960608 CODE1702-285 第9版 051201 *M-YYY （リレーと同期 ｏｒ ワンショット）

ＬＥＤ表示 （センサー検出）
（リレー動作）概要概要概要概要

センサー部（金属板）に手などの の一部を触 リレー接点 １回路２接点人体人体人体人体
れる（近づける）事によって、 を「ＯＮ」、 【定格負荷 ＡＣ１００Ｖ ５Ａ】リレーリレーリレーリレー
「ＯＦＦ」する事ができます。 【定格負荷 ＤＣ ２８Ｖ ５Ａ】

出力出力出力出力モードモードモードモード
を検出するため感度の調整により、セン容量変化容量変化容量変化容量変化

サーとする金属板には直接触れないで検出させる事
も可能です。

センサーの検出は、 、 （ モード）ＬＥＤＬＥＤＬＥＤＬＥＤ ブザーブザーブザーブザー ２２２２
（ モード）より、用途に応じて選ぶ事がで 容量変化リレーリレーリレーリレー ４４４４ 検出方式検出方式検出方式検出方式

きます。【説明書Ｐ５ Ｆ：を参照】 約１～１４秒タイマータイマータイマータイマー時間時間時間時間
調整可センサーセンサーセンサーセンサー感度感度感度感度

センサー用「アルミ接着テープ」付き W(88) D(55), H(22)mm基板寸法基板寸法基板寸法基板寸法

①①①①パーツパーツパーツパーツののののチェックチェックチェックチェック ②②②②組立組立組立組立
パーツリストでパーツをチェックしてください。 パーツの取り付けは、組立参考図やパーツリスト
パーツリストは、組立リストを兼ねています。リ を見ながら番号順に行なって下さい。 パーツは無
スト中の□□にチェックをいれましょう。 理のない範囲で基板に当たるまできちんと差込み、
左側はパーツチェック用。右側は組立チェック用 ハンダ付してください。
です。 ペーストは絶対に使わないでください。

組立参考図組立参考図組立参考図組立参考図
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６	
 LED と基盤をビニル電線でハンダ付けする。この時、１で付けた目印側に付けたビニル電線は必ず

基盤のアノード（＋）側に付けること。	
 

	
 

７	
 基盤「R-SET」の端子と「小型プッシュスイッチ丸形」をビニル電線でハンダ付けする。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

８	
 基盤「SEN.S」の端子と「3.5mm モノラルジャック	
 パネル取付型」をビニル電線でハンダ付けする。

なお、モノラルジャックには３つのピンがあるが、図を参照の上、ハンダ付けする。位置に注意。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

９	
 基盤裏の「３」と表示された「ジャンパー」表面をカッターで切断する。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

１０	
 ９で切断した左右の端子にビニル電線をハンダ付けする。この時、決して左右の端子をハンダ

でつないでしまわないよう、特に注意する。	
 

	
 	
 	
 同様に、「５」と表示されたジャンパーの左右の端子にも別のビニル電線をハンダ付けする。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 ※非常に狭い所に少量のハンダで付けなければならないので、ハンダ付けをしたらホットボンドや

セロテープ等でハンダ付けした辺りを覆い、簡単に外れないようにするとよい。	
 



１１	
 「３」及び「５」の「ジャンパー」に取り付けたビニル電線を「6 ピンスライドスイッチ」に

ハンダ付けする。スイッチにハンダ付けする際の位置は写真を参照。	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 「３」	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 「５」	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 スライドスイッチの場合	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 トグルスイッチの場合	
 

	
 ※いずれのスイッチも「５」側に入れておく（連続モードの状態）とケース取付時に取付方向がわ

かりやすい	
 

	
 

	
 

１２	
 各部品のケースへの取付位置を決め、ケースに電動ドリルやボール盤等で穴を空ける。	
 

	
 	
 ※穴のサイズは、それぞれ取り付ける部品の大きさに合わせる。	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 スライドスイッチ用ビス穴	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 リレー出力コード	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 DC ジャック	
 	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 スライドスイッチ	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 LED 黄	
 

	
 	
 LED 赤	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 可変抵抗 20KΩ	
 	
 	
 	
 	
 可変抵抗 1MΩ	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 可変抵抗固定ツメ	
 	
 	
 	
 	
 	
 可変抵抗固定ツメ	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 スライドスイッチ用ビス穴	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 プッシュスイッチ	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 モノラルジャック	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 



１３	
 「3.5mm モノラルプラグ」に平行コード（細いビニル電線では耐久性に難あり）をハンダ付けし、

「リレー出力コード」用の穴に通す。その状態で平行コードを少し割き、基盤「NO」及び「COM」

にそれぞれ１本ずつハンダ付けする。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

１４	
 基盤に「接着式スペーサ」を取り付ける。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

１５	
 「粘着式スペーサ」の剥離紙を取り、ケースに固定する。この時、「DC ジャック」がケースに空

けた「DC ジャック」用の四角い穴にしっかりとはまる状態が理想。	
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１６	
 それぞれの部品をケースに取り付け、蓋をする。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 LED はホットボンドで	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 固定	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

１７	
 「炭素皮膜可変抵抗」それぞれに「ツマミ」を取り付ける。「DC ジャック」に「かしこい AC ア

ダプタ」を接続し、本体は完成。	
 

	
 	
 	
 プリンタ用紙「手作りステッカー」などをデザインし、ケースに貼ると使用時にわかりやすい。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 



〜センサー部について〜  
	
 

	
 	
 	
 「センサー入力端子」に接続できるのは「リレー出力コード」で使用した物と同じ、「3.5mm モ

ノラルプラグ」。これに平行コードやビニル電線等をハンダ付けすることで、センサーコードとな

る。	
 

	
 	
 	
 「モノラルプラグ」の長い端子に付けた方がセンサーA、短い端子に付けた方がセンサーB。	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 センサーB	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 センサーA	
 	
 

	
 

	
 

	
 	
 センサーの感度調整によって、使用の仕方を変えることが可能。接続するセンサーや人の状態に

よってセンサー感度は変わるため、図はあくまで参考に。	
 

	
 

	
 	
 	
 ①	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 「可変抵抗」を半時計回りいっぱいにした状態でツマミを固定。	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ツマミの目印がおよそ７時を指す程度でツマミを取り付けると、最大値まで時	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 計回りに回した際、目印がおよそ５時を指し、左右対称でわかりやすい。	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 

	
 

	
 	
 	
 ②	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ビッグスイッチやひもスイッチなど、一般的なスイッチを接続して感度を少し	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 上げた場合、本体のモード設定に準じた動作が可能となる。連続モードに関して	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 一般のスイッチを機器に直接つないだ状況と同じ動作になるが、保持モードやタ	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 イマーモードに設定しておけば、一般のスイッチでも保持やタイマー機能を利用	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 できる。Ablenet 社「スイッチラッチ＆タイマー」の簡易版とでも言えよう。	
 

	
 

	
 	
 	
 ③	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 センサーA とセンサーB を同時に触れた際にスイッチが入る。左手でセンサーA	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 を、右手でセンサーB を触れると、身体が電線の役割を果たし、センサーA とセン	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 サーB をつないだ状態になる。これを利用し、数人で弧を描いて並び、両端の人が	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 それぞれセンサーA、B に触れたままでいると、全員で手をつないだ瞬間にスイッ	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 が入るということも可能。	
 

	
 

	
 	
 	
 ④	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 センサーA に触れた瞬間にスイッチが入る、通常のタッチセンサースイッチの	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 設定。微調整することで、触れるギリギリ前でも反応するよう設定可能だが、セ	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ンサーA、B の平行コード自体の感度も高まるため、触れたり接近したりしなくて	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 も、コード同士で反応し合ってしまうので注意。	
 

	
 

	
 	
 	
 ⑤	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ④以上に感度を上げていくと、人が近付いただけでスイッチが入るようになる	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 が、一般の平行コードではなく、シールドケーブルが必要（説明書参照）。	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ※作者は未検証	
 

	
 

	
 

	
 



	
 	
 	
 「センサーコード」の先を写真のように、洗濯ピンチをはじめとする、“挟める物”を用いると、

金属製品と手軽にセンサー化できる。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 「センサーコード」をアルミ箔シールに	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ハンダ付けし、片方のピンチ部に貼付	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ホットボンドで「センサーコード」を固定	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 ボウルが大きなセンサーに！	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 口唇や舌でも操作できる！	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 	
 スプリントで手指に付ければ指の微細な	
 	
 	
 	
 非金属をセンサー化するならアルミ箔を	
 

	
 	
 	
 	
 動きもキャッチできる！	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 対象物の、身体が触れる部分に貼れば解決	
 

	
 

	
 

	
 


